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去

る

４

月

日

、

天

理

教

婦

人

会

第

回

19

98

総

会

が

午

前

９

時

分

よ

り

本

部

中

庭

に

於

30

い

て

開

催

さ

れ

、

あ

た

た

か

い

日

ざ

し

の

下

、

大

勢

の

帰

参

者

で

う

め

つ

く

さ

れ

た

。

式

典

の

中

で

婦

人

会

長

様

は

、

教

祖

百

三

十

年

祭

活

動

を

振

り

返

り

「

年

祭

活

動

で

培

っ

た

力

を

次

の

動

き

に

生

か

し

て

、

さ

ら

な

る

一

歩

を

踏

み

出

す

こ

と

が

肝

心

」

と

強

本

部

婦

人

会

総

会

開

催

詰

所

で

「

支

部

の

集

い

」

行

う

婦人会

調

さ

れ

、

「

年

祭

活

動

が

終

わ

っ

て

も

、

親

神

様

･

教

祖

の

御

恩

に

報

い

た

い

と

念

じ

心

が

け

る

こ

と

が

信

仰

す

る

者

の

日

常

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

に

は

、

ま

ず

自

分

自

身

が

教

祖

の

ひ

な

が

た

を

素

直

に

た

ど

り

、

明

る

く

勇

ん

で

御

恩

報

じ

の

道

を

歩

ま

せ

て

頂

き

ま

し

ょ

う

」

と

話

さ

れ

た

。

午

後

は

詰

所

に

会

場

を

移

し

、

時

半

よ

り

２

時

ま

で

12

「

支

部

の

つ

ど

い

」

が

行

わ

れ

た

。

教

祖

百

三

十

祭

･

三

年

千

日

を

精

一

杯

お

通

り

下

さ

っ

た

様

々

な

立

場

か

ら

、

次

の

４

人

の

会

員

①

山

野

ち

さ

と

さ

ん

(

上

下

委

)

②

梅

下

良

子

さ

ん

(

東

悠

委

)

③

杉

原

美

津

枝

さ

ん

(

明

石

市

委

)

④

掛

谷

富

子

さ

ん

(

坪

生

委

)

よ

り

「

私

の

年

祭

活

動

」

と

題

し

て

感

話

を

聞

か

せ

て

頂

い

た

。

そ

の

後

、

支

部

長

様

よ

り

婦

人

会

員

と

し

て

の

自

覚

と

活

動

方

針

に

基

づ

く

通

り

方

に

つ

い

て

、

細

か

く

お

話

し

下

さ

れ

、

閉

会

し

た

。

参

加

者

は

人

で

し

た

。

235

(

婦

人

会

記

録

係

上

原

順

子

)

育

成

部

(

吉

岡

壽

部

長

)

で

は

、

４

月

日

21

祭

典

終

了

後

、

午

後

１

時

分

か

ら

「

身

近

15

な

ひ

の

き

し

ん

」

を

テ

ー

マ

に

笹

尾

一

美

葦

陽

分

教

会

長

夫

人

を

講

師

に

「

よ

ふ

ぼ

く

勉

強

会

」

を

開

催

、

約

人

が

参

加

し

た

。

30

先

生

は

、

初

め

に

教

典

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

ひ

の

き

し

ん

の

定

義

を

述

べ

ら

れ

、

そ

の

後

、

ご

自

身

の

子

育

て

と

介

護

に

つ

い

て

、

結

婚

当

時

か

ら

の

日

常

を

振

り

返

り

お

話

し

下

さ

れ

た

。

子

育

て

に

つ

い

て

は

、

子

供

は

ご

先

祖

様

の

生

ま

れ

変

わ

り

な

の

で

、

特

に

教

会

生

活

の

中

で

徳

を

減

ら

さ

な

い

様

一

貫

し

た

姿

勢

で

向

き

合

い

、

お

供

え

に

つ

い

て

の

親

子

の

現

実

的

な

や

り

取

り

な

ど

、

聞

き

入

る

内

容

の

中

に

も

笑

い

を

交

え

て

お

話

し

よ

ふ

ぼ

く

勉

強

会

開

催

テ

ー

マ

は

「

身

近

な

ひ

の

き

し

ん

」

４

月

月

次

祭

後

育 成 部

下

さ

れ

た

。

そ

し

て

主

人

で

あ

る

会

長

の

両

親

の

介

護

の

最

中

で

お

産

が

間

近

に

迫

っ

て

い

る

時

で

も

、

教

会

の

ご

用

を

明

る

く

前

向

き

に

こ

な

し

、

間

も

な

く

し

て

の

安

産

に

、

を

び

や

許

し

の

不

思

議

を

改

め

て

実

感

し

、

、

、

、

、

、

い

つ

も

優

し

い

両

親

に

対

し

て

、

介

護

中

、

気

を

使

わ

せ

て

は

い

け

な

い

と

、

日

頃

か

ら

心

掛

け

て

冗

談

を

言

い

な

が

ら

の

毎

日

を

過

ご

さ

せ

て

頂

い

た

と

話

さ

れ

た

。

最

後

に

自

身

も

教

会

で

生

ま

れ

育

ち

、

親

々

か

ら

神

様

の

話

し

を

聞

か

せ

て

頂

い

て

い

た

お

陰

で

、

子

育

て

も

介

護

も

喜

び

の

心

を

持

っ

て

通

る

事

が

で

き

た

と

締

め

く

く

り

、

質

疑

に

答

え

ら

れ

て

午

後

２

時

前

に

終

了

し

た

。
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笠

岡

学

生

担

当

委

員

会

(

山

野

弘

実

委

員

長

)

は

、

４

月

日

、

笠

岡

詰

所

で

「

お

ぢ

24

ば

管

内

学

生

親

睦

会

」

を

開

催

し

、

高

校

生

、

大

学

生

、

学

生

担

当

委

員

な

ど

人

(

う

ち

15

学

生

人

)

が

参

加

し

た

。

10

親

睦

会

は

、

ま

ず

、

大

教

会

長

様

の

お

話

が

あ

り

、

学

生

た

ち

は

真

剣

に

耳

を

傾

け

て

い

た

。

そ

の

後

は

、

焼

肉

を

囲

ん

で

学

生

同

士

又

、

学

生

担

当

委

員

と

の

和

や

か

な

時

間

お

ぢ

ば

管

内

学

生

親

睦

会

開

催

４

･

詰

所

24

学生担当委員会

を

過

ご

し

た

。

午

後

か

ら

は

、

ボ

ー

リ

ン

グ

を

楽

し

み

、

同

じ

笠

岡

に

繋

が

る

学

生

同

士

の

親

睦

を

深

め

た

。

ま

た

、

こ

の

日

学

生

た

ち

は

、

熊

本

地

震

で

被

災

さ

れ

た

方

々

に

向

け

て

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

カ

ー

ド

の

書

き

込

み

も

行

っ

た

。

笠

岡

大

教

会

災

害

救

援

委

員

会

は

、

４

月

、

日

、

熊

本

地

震

の

被

災

地

に

５

人

で

27

28

出

動

し

た

。

(

上

原

志

郎

、

上

原

浩

、

上

原

繁

次

、

中

村

剛

史

、

丸

山

隼

人

)

４

月

日

の

地

震

発

生

の

数

日

後

に

開

設

14

さ

れ

た

、

熊

本

大

教

会

を

拠

点

と

す

る

「

天

理

教

熊

本

地

震

支

援

情

報

セ

ン

タ

ー

」

か

ら

の

情

報

を

基

に

、

日

よ

り

大

教

会

で

救

援

21

物

資

を

募

集

。

日

に

熊

本

大

教

会

(

熊

本

27

市

北

区

)

に

集

ま

っ

た

物

資

を

運

ん

だ

。

集

ま

っ

た

物

資

は

、

真

空

パ

ッ

ク

の

ご

飯

、

缶

詰

、

野

菜

、

お

菓

子

、

飲

料

、

紙

コ

ッ

プ

、

紙

皿

、

ウ

ェ

ッ

ト

テ

ィ

ッ

シ

ュ

等

。

部

内

各

教

会

よ

り

多

く

真

実

が

寄

せ

ら

れ

た

。

一

行

は

、

日

早

朝

に

笠

岡

を

出

発

。

心

27

配

さ

れ

た

渋

滞

も

な

く

、

７

時

間

程

で

熊

本

熊

本

地

震

に

向

け

て

救

援

ひ

の

き

し

ん

出

動

災害救援委員会

大

教

会

に

到

着

し

た

。

到

着

後

、

積

ん

で

き

た

生

野

菜

が

避

難

所

で

必

要

と

の

情

報

が

、

タ

イ

ミ

ン

グ

良

く

入

り

、

早

速

現

地

ス

タ

ッ

フ

と

共

に

サ

ラ

ダ

を

作

り

熊

本

市

内

の

避

難

所

(

託

麻

西

小

学

校

)

に

届

け

る

事

が

で

き

た

。

ま

た

、

そ

の

他

の

物

資

は

、

益

城

町

の

避

難

所

(

広

安

西

小

学

校

)

に

届

け

た

。

翌

日

は

、

同

じ

く

広

安

西

小

学

校

に

物

28

資

を

届

け

た

。

そ

の

際

、

笠

岡

の

小

学

生

や

学

生

が

書

い

た

、

被

災

地

に

向

け

た

メ

ッ

セ

ー

ジ

付

き

の

ハ

ン

カ

チ

を

、

現

地

の

先

生

に

手

渡

す

と

、

そ

の

お

礼

に

現

地

の

小

学

生

か

ら

「

あ

り

が

と

う

。

頑

張

り

ま

す

。

」

な

ど

と

書

い

た

リ

ボ

ン

を

頂

く

と

い

っ

た

一

幕

も

見

ら

れ

た

。

時

折

、

余

震

が

起

こ

る

中

で

の

活

動

だ

っ

た

が

、

笠

岡

か

ら

の

物

資

が

避

難

所

か

ら

の

要

望

に

タ

イ

ミ

ン

グ

良

く

合

う

事

が

多

く

、

現

地

ス

タ

ッ

フ

、

避

難

所

ス

タ

ッ

フ

に

喜

ば

れ

た

２

日

間

と

な

っ

た

。

（

陶

山

分

教

会

長

上

原

繁

次

）

熊

本

へ

行

き

、

た

く

さ

ん

の

事

に

驚

か

さ

れ

た

。

ぺ

し

ゃ

ん

こ

に

な

っ

た

住

宅

、

波

打

っ

た

地

面

、

土

砂

が

流

れ

、

む

き

出

し

に

な

っ

た

山

肌

。

現

地

で

見

た

も

の

や

聞

い

た

話

は

全

て

深

○
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く

心

に

残

っ

て

お

り

ま

す

。

で

も

何

よ

り

驚

い

た

事

は

、

被

災

者

の

方

々

が

前

向

き

だ

っ

た

事

で

す

。

両

日

と

も

避

難

所

へ

救

援

物

資

を

届

け

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

が

、

そ

こ

で

は

数

百

人

の

方

々

が

力

を

合

わ

せ

て

過

ご

し

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

子

供

達

か

ら

お

年

寄

り

の

方

ま

で

、

本

当

に

た

く

さ

ん

の

方

々

が

、

自

分

に

で

き

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

一

生

懸

命

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

こ

に

お

ら

れ

る

皆

さ

ん

は

、

誰

一

人

と

し

て

不

足

を

言

わ

ず

、

人

の

為

に

動

か

れ

て

い

ま

し

た

。

地

震

で

わ

が

家

を

失

い

、

学

校

を

失

い

、

友

達

を

失

い

、

家

族

を

失

い

、

仕

事

場

を

失

い

、

そ

し

て

昨

日

ま

で

当

た

り

前

と

感

じ

て

い

た

日

常

ま

で

も

失

い

、

胸

の

内

は

さ

ぞ

お

辛

い

は

ず

な

の

に

、

ど

う

し

て

そ

ん

な

に

た

く

ま

し

く

前

向

き

に

い

ら

れ

る

の

か

と

強

く

感

じ

ま

し

た

。

こ

の

度

現

地

に

行

か

せ

て

頂

き

、

被

災

地

の

方

々

が

、

「

節

か

ら

芽

が

出

る

」

と

い

う

教

祖

の

お

ひ

な

が

た

の

通

り

、

辛

い

事

や

悲

し

い

事

を

ぐ

っ

と

堪

え

、

心

を

倒

さ

ず

に

一

歩

ず

つ

前

に

歩

ま

れ

て

い

る

お

姿

を

見

て

、

つ

い

涙

が

こ

ぼ

れ

ま

し

た

。

そ

れ

と

同

時

に

、

被

災

地

の

皆

さ

ん

が

元

の

生

活

に

戻

れ

る

ま

で

、

私

た

ち

は

自

分

に

出

来

る

事

を

努

め

な

け

れ

ば

い

け

な

い

と

思

い

ま

し

た

。

被

災

地

も

段

々

と

元

気

を

取

り

戻

し

て

き

ま

し

た

が

、

ま

だ

復

興

に

は

程

遠

い

現

状

で

す

。

こ

れ

か

ら

も

自

分

に

出

来

る

お

た

す

け

を

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

最

後

に

、

皆

様

の

真

心

こ

も

っ

た

救

援

物

資

等

の

御

協

力

、

ど

う

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

そ

し

て

、

こ

れ

か

ら

も

震

災

復

興

に

お

け

る

御

力

添

え

を

、

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

(

木

津

和

分

教

会

丸

山

隼

人

)
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現地の小学生からのお礼のリボン

立

教

百

七

十

九

年

四

月

月

次

祭

祭

典

役

割

表

祭

主

大

教

会

長

様

横

山

逸

郎

賛

者

中

島

誠

治

渡

邉

隆

夫

扈

者

中

村

道

德

指

図

方

佐

藤

道

孝

講

話

中

村

邦

義

六

月

講

話

谷

内

伸

自

区

分

坐

り

勤

前

半

後

半

役

割

中

村

剛

佐

藤

道

孝

吉

岡

壽

地

方

谷

内

伸

自

杉

原

博

之

笹

尾

正

治

上

原

繁

次

森

本

忠

善

田

林

久

嗣

大

教

会

長

様

中

村

邦

義

中

村

剛

岡

本

久

善

門

脇

元

教

中

島

誠

治

お

つ

と

め

上

原

繁

道

上

原

志

郎

田

中

隆

之

て

を

ど

り

大

教

会

奥

様

武

内

正

美

谷

内

美

知

子

田

中

ま

す

み

門

脇

加

津

岡

﨑

和

美

虫

明

好

美

高

木

孝

子

吉

岡

八

恵

笛

吉

岡

誠

一

郎

佐

藤

真

孝

横

山

逸

郎

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

今

川

昌

彦

淺

野

明

教

虫

明

立

生

拍

子

木

三

島

渉

山

田

敏

教

赤

木

素

志

太

鼓

森

本

忠

平

高

木

昭

祥

岡

﨑

真

一

す

り

が

ね

中

村

義

太

郎

山

野

弘

実

渡

邉

隆

夫

小

鼓

中

村

道

德

上

原

浩

内

海

史

郎

琴

佐

藤

香

苗

内

海

安

子

三

島

照

美

三

味

線

今

川

佐

智

子

森

本

冨

美

子

笹

尾

一

美

胡

弓

上

原

順

子

岡

﨑

豊

子

横

山

小

智

榮



核

心

稲

富

士

分

教

会

須

毛

田

英

尋

胃

と

い

う

文

字

は

田

と

月

か

ら

成

る

。

月

辺

の

月

と

は

柔

ら

か

い

肉

と

い

う

意

味

で

、

人

体

の

各

名

称

に

用

い

ら

れ

て

い

る

。

そ

こ

が

固

く

な

る

の

は

良

く

な

い

。

例

え

ば

癌

と

い

う

字

は

疒

と

嵒

と

か

ら

な

る

。

嵒

は

一

字

で

い

わ

お

と

読

み

固

い

と

い

う

意

味

で

固

く

な

る

病

い

と

い

う

こ

と

で

語

源

が

う

な

づ

け

る

。

ま

た

嵒

は

品

物

が

山

ほ

ど

あ

る

と

読

め

、

昔

か

ら

ぜ

い

た

く

病

、

皇

帝

病

と

呼

ば

れ

て

い

た

。

田

は

口

と

＋

か

ら

成

り

、

口

で

十

分

か

ん

で

胃

に

送

る

様

に

と

胃

は

言

っ

て

い

る

。

そ

の

効

能

は

万

病

の

予

防

に

な

る

。

よ

っ

て

早

喰

い

大

喰

い

は

禁

物

で

あ

る

。

食

物

に

大

恩

を

感

じ

れ

ば

そ

れ

は

な

く

な

る

。

思

と

い

う

文

字

が

あ

る

。

そ

れ

は

心

を

十

分

使

い

、

自

分

の

心

も

良

く

噛

む

と

読

め

な

い

か

。

い

く

ら

多

く

の

事

を

見

た

り

聞

い

た

と

こ

ろ

で

、

心

で

十

分

に

そ

し

ゃ

く

し

な

い

事

に

は

、

正

し

い

思

い

に

到

達

し

な

い

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

そ

の

積

み

重

ね

が

そ

の

人

の

人

格

を

作

り

上

げ

て

い

く

。

思

い

の

至

ら

な

さ

か

談
話

室

ら

人

と

の

不

和

や

物

事

が

う

ま

く

い

か

ず

不

幸

に

み

ま

わ

れ

る

事

に

な

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

心

が

ぜ

い

た

く

で

も

心

が

貧

し

く

て

も

、

そ

こ

か

ら

ほ

こ

り

の

心

が

生

じ

、

自

ら

も

苦

し

む

原

因

と

な

る

。

苦

し

む

の

は

頭

、

即

ち

脳

で

あ

り

、

裏

を

返

せ

ば

、

人

の

頭

に

立

つ

人

は

様

々

な

苦

し

み

を

知

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

世

紀

の

フ

ラ

ン

ス

の

哲

学

者

17

デ

カ

ル

ト

は

「

我

思

う

故

に

我

あ

り

」

と

の

思

い

に

達

し

た

。

自

己

の

身

体

も

身

の

周

り

の

物

質

も

、

自

分

が

築

い

た

地

位

、

財

産

も

全

て

自

分

の

も

の

で

は

な

く

、

自

分

と

は

自

分

の

心

だ

け

が

自

分

で

あ

り

、

心

か

ら

自

分

は

何

を

思

っ

て

い

る

か

が

自

分

で

あ

る

と

。

「

心

一

つ

が

我

が

の

理

」

と

一

致

す

る

。

進

歩

と

は

歩

ん

で

進

む

と

い

う

意

味

で

あ

る

の

に

、

走

っ

て

進

む

現

代

社

会

に

生

き

る

私

た

ち

は

、

多

く

自

分

の

心

を

見

つ

め

る

事

を

怠

り

、

そ

の

結

果

沢

山

の

不

幸

や

、

と

ん

で

も

な

い

事

を

引

き

起

こ

す

人

も

い

る

。

天

理

教

教

典

第

一

章

「

お

や

さ

ま

」

に

、

お

ふ

で

さ

き

が

記

述

さ

れ

る

。

「

人

は

耳

に

聴

く

だ

け

で

は

、

と

か

く

忘

れ

が

ち

に

な

り

易

い

人

々

の

上

を

思

い

…

…

」

と

の

事

か

ら

ふ

で

さ

き

に

記

し

お

い

て

親

神

の

思

い

を

繰

り

返

し

繰

り

返

し

し

あ

ん

さ

せ

る

様

に

と

あ

る

。

お

ふ

で

さ

き

は

た

だ

読

む

た

め

に

読

む

の

で

は

な

く

繰

り

返

し

繰

り

返

し

思

案

さ

せ

て

頂

く

た

め

に

拝

読

さ

せ

て

頂

く

も

の

で

あ

る

。さ

て

親

の

思

い

は

成

人

を

急

ぐ

模

様

で

す

。

成

人

と

は

な

ん

ぞ

や

。

そ

れ

は

つ

き

つ

め

れ

ば

人

の

た

め

に

自

分

が

損

が

で

き

る

親

心

に

な

れ

る

事

で

あ

る

。

人

の

た

め

に

苦

労

を

喜

べ

る

道

。

厚

情

で

な

け

れ

ば

無

理

で

あ

る

。

お

金

、

時

間

、

労

力

を

人

の

た

め

に

損

を

す

る

。

見

返

り

を

求

め

ず

。

そ

の

心

を

親

神

様

は

待

ち

わ

び

て

お

ら

れ

る

。

な

ぜ

な

ら

親

神

様

の

な

さ

り

た

い

事

は

そ

の

損

を

得

に

勘

定

替

え

、

損

得

勘

定

神

が

す

る

と

申

さ

れ

る

由

縁

で

あ

る

。

そ

れ

知

ら

ず

人

間

は

自

分

の

損

得

勘

定

に

走

る

か

ら

神

の

ざ

ね

ん

通

り

人

間

は

窮

状

に

立

た

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

が

思

案

で

き

た

暁

に

は

大

病

も

な

く

な

り

、

真

の

平

和

世

界

が

訪

れ

る

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

道

の

子

は

こ

ぞ

っ

て

損

の

道

を

歩

む

先

導

者

と

な

り

親

神

様

の

待

ち

に

待

っ

た

損

得

勘

定

を

し

て

頂

け

る

様

、

働

か

せ

て

頂

く

神

人

和

楽

の

陽

気

世

界

実

現

に

い

や

進

も

う

。

こ

れ

が

お

道

の

核

心

で

あ

る

。

○

5

立教179年(平成28年/2016年)5月21日 第55巻 第5号 かさおか

・
・・
・原
原原
原・
・・
・稿
稿稿
稿・
・・
・募
募募
募・
・・
・集
集集
集・
・・
・

・
・・
・原
原原
原・
・・
・稿
稿稿
稿・
・・
・募
募募
募・
・・
・集
集集
集・
・・
・

内 容

①小随筆 ②教会・布教所の独自の活動の紹介

③俳句・和歌・川柳 ④教会行事開催後の報告記事 等々

字 数

１０００字前後（８００字～１２００字）

題名・所属教会名・氏名を明記して下さい。

俳句等は一句からでも結構です。

寄 稿 先

下記、大教会内『かさおか』編集掛宛ドシドシご寄稿下さい。

郵 便：〒714-0066 岡山県笠岡市用之江３７７

ＦＡＸ：０８６５－６６－１３１４

メール：
tenkasa@yahoo.co.jp

尚、原稿はお返し致しませんので、予めご了承下さい。



かさおか 立教179年(平成28年/2016年)5月21日 第55巻 第5号
○

6

四

月

月

次

祭

祭

文

こ

れ

の

笠

岡

大

教

会

の

神

床

に

お

鎮

ま

り

下

さ

い

ま

す

親

神

天

理

王

命

の

御

前

に

笠

岡

大

教

会

長

上

原

理

一

慎

ん

で

申

し

上

げ

ま

す

親

神

様

に

は

一

列

子

供

か

わ

い

い

の

親

心

一

杯

に

ご

守

護

お

連

れ

通

り

下

さ

れ

誠

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

分

け

て

も

今

は

温

み

の

お

陰

で

桜

か

ら

ツ

ツ

ジ

へ

と

移

り

変

わ

り

目

に

も

鮮

や

か

な

季

節

を

お

与

え

下

さ

っ

て

お

り

ま

す

こ

と

は

有

難

い

極

み

で

ご

ざ

い

ま

す

私

共

は

親

心

の

ほ

ど

に

御

礼

申

し

上

げ

る

べ

く

日

々

は

朝

に

夕

に

お

つ

と

め

を

勤

め

る

と

共

に

た

す

け

一

条

の

ご

用

の

上

に

努

め

励

ま

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

又

去

る

十

八

日

は

教

祖

二

百

十

八

回

目

の

お

誕

生

日

加

え

て

十

九

日

は

第

九

十

八

回

婦

人

会

総

会

に

当

た

り

誘

い

合

わ

せ

て

お

ぢ

ば

帰

り

を

さ

せ

て

頂

き

共

に

喜

ば

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

そ

の

中

に

も

今

日

の

吉

日

は

四

月

の

月

次

祭

を

執

り

行

う

日

柄

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

只

今

か

ら

お

つ

と

め

奉

仕

者

一

同

喜

び

心

も

一

入

に

明

る

く

陽

気

に

勇

ん

で

坐

り

づ

と

め

て

を

ど

り

を

つ

と

め

さ

せ

て

頂

き

ま

す

御

前

に

は

今

日

の

日

を

楽

し

み

に

寄

り

集

い

ま

し

た

道

の

子

供

達

が

同

じ

思

い

に

伏

し

拝

み

尚

も

変

わ

ら

ぬ

親

心

に

お

縋

り

す

る

皆

の

真

実

の

状

を

ご

覧

下

さ

い

ま

し

て

親

神

様

に

も

お

勇

み

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

さ

て

今

月

二

十

九

日

は

全

教

一

斉

ひ

の

き

し

ん

デ

ー

で

ご

ざ

い

ま

す

日

頃

日

の

寄

進

は

さ

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す

が

こ

の

日

道

に

繋

が

る

皆

が

心

を

一

つ

に

揃

え

て

ひ

の

き

し

ん

に

励

ま

せ

て

頂

き

た

い

と

思

い

ま

す

と

り

わ

け

屋

外

で

の

ひ

の

き

し

ん

が

多

く

晴

天

の

ご

守

護

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

又

来

月

は

巡

教

月

に

当

た

り

ま

す

の

で

直

轄

教

会

へ

巡

教

さ

せ

て

頂

き

ま

す

お

つ

と

め

と

お

さ

づ

け

取

り

次

ぎ

の

確

認

を

さ

せ

て

頂

く

と

共

に

道

の

後

継

者

育

成

の

上

に

よ

り

一

層

力

を

注

い

で

い

く

事

を

誓

い

合

わ

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

更

に

は

又

九

州

で

大

き

な

地

震

が

起

き

多

く

の

方

が

被

災

し

亡

く

な

っ

た

方

も

お

ら

れ

ま

し

た

こ

と

実

に

残

念

で

な

り

ま

せ

ん

親

心

を

し

っ

か

り

思

案

し

た

す

け

心

を

持

っ

て

今

出

来

る

お

た

す

け

を

さ

せ

て

頂

く

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

何

卒

親

神

様

に

は

皆

の

先

を

楽

し

み

に

今

出

来

る

お

た

す

け

の

苦

労

を

厭

わ

ぬ

誠

真

実

の

心

を

お

受

け

取

り

下

さ

い

ま

し

て

万

た

す

け

の

上

に

尚

一

層

自

由

の

ご

守

護

を

賜

り

次

々

と

親

心

に

触

れ

た

す

け

一

条

を

志

す

人

が

弥

増

し

て

お

望

み

下

さ

る

陽

気

づ

く

め

の

世

の

状

に

一

日

も

早

く

お

導

き

の

程

を

一

同

と

共

に

慎

ん

で

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

笠

岡

の

教

友

が

選

ば

れ

掲

載

さ

れ

て

い

ま

し

た

の

で

転

載

い

た

し

ま

す

。

(

敬

称

略

)

▼

『

天

理

時

報

』

▽

４

月

日

付

「

時

報

歌

壇

」

24

・

海

松

ヶ

岡

○

分

藤

井

光

子

さ

ん

ポ

カ

ポ

カ

の

春

の

一

日

を

土

筆

採

り

つ

く

し

一

本

手

折

れ

ば

胞

子

の

飛

べ

り

・

海

松

ヶ

岡

○

分

池

田

広

子

さ

ん

雨

催

い

軒

の

干

し

物

ゆ

れ

も

せ

ず

も

よ

ひ

と

り

土

筆

の

袴

取

り

お

り

は

か

ま

▽

５

月

１

日

付

「

時

報

俳

壇

」

・

海

松

ヶ

岡

○

分

藤

井

光

子

さ

ん

初

つ

ば

め

低

く

飛

び

来

て

雨

の

降

り

▼

『

陽

気

』

誌

５

月

号

「

道

柳

」

よ

り

転

載

。

▽

秀

詠

・

東

悠

○

分

田

林

美

智

子

さ

ん

こ

の

地

球

の

万

物

育

つ

神

の

守

護

▼

表

紙

写

真

(

吉

岡

輝

昭

か

さ

お

か

編

集

部

員

）

こ
こ
ろ
の
詩
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おやさとふしん⻘年会ひのきしん隊

「おやさとやかた完成その⽇まで」の思いで、教祖 70 年祭

前から続けられている、『おやさとふしん⻘年会ひのきしん隊』。

毎年、各分会(各直属)毎に、⼊隊⽉が決まっており、笠岡分

会(上原明勇委員⻑)の⼊隊⽉である 6⽉が迫ってきている。

⼊隊⼈数⼼定めは、14 ⼈。笠岡分会では、この 14 ⼈での

入隊を目指して声かけをしてきたが、5 月 21 日時点でまだ 1

4 人に到達しておらず、5 月 31 日まで隊員を募集している。

入隊期間 6月1日から24日

入隊資格 16歳以上の男性

◆詳しくは、⼤教会・上原明勇委員⻑まで。

＜婦 人 会＞

○委員部長後継者講習会

日 時 ６月２２日（水）

午前９時 受付、９時３０分 開講

午後３時頃 閉講予定

場 所 笠岡大教会

対 象 委員部長後継者並びに内勤の後継者

参加御供 ５００円

内 容 支部長おはなし、感話、お作法、女鳴物勉強、等

持参品 ハッピ、琴の爪（琴を勉強される方）

＜少 年 会＞

○少年会創立５０周年 縦の伝道講習会

日 時 ５月２１日（土） 祭典講話に替えて

講 師 橋 本 武 長 先生（少年会本部委員）

○テッチャンシアター

日 時 ５月２１日（土） 祭典終了後

＜雅 鶯 会＞

○雅楽奉仕者講習会

期 間 ６月５日（日）～６日（月）

会 場 髙屋分教会

＊時間、内容等は後日雅鶯会員にご連絡いたします。
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＝

辞

令

＝

立

教

年

５

月

日

付

179

21

◎

登

用

幹

部

承

事

上

原

明

勇

門

脇

元

教

田

中

隆

之

承

事

上

原

浩

吉

岡

誠

一

郎

山

野

弘

実

青

年

岡

﨑

治

喜

＝

教

会

指

令

＝

◎

任

命

願

瑞

雲

分

教

会

＊

前

任

西

村

彦

一

＊

新

任

西

村

靖

彦

☆

奉

告

祭

立

教

年

５

月

３

日

179

立

教

年

４

月

日

承

認

179

26

西村靖彦氏

大

教

会

だ

よ

り

◎

婦

人

会

総

会

詰

所

受

入

ひ

の

き

し

ん

笠

岡

岡

﨑

佳

夫

神

昭

渡

邉

隆

夫

稲

倉

田

中

丈

博

照

雲

雜

賀

元

生

甲

井

山

田

敏

教

他

に

有

志

の

方

々

、

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

◎

本

部

食

堂

ひ

の

き

し

ん

自

立

教

年

５

月

１

日

179

至

立

教

年

５

月

日

179

15

福

東

藤

井

宣

人

◎

立

教

年

定

期

巡

教

179

福

山

大

教

会

長

様

髙

屋

大

教

会

長

様

神

邉

吉

岡

壽

島

根

佐

藤

道

孝

久

松

上

原

繁

道

鶴

山

大

教

会

奥

様

弥

髙

山

中

村

邦

義

陽

備

吉

岡

壽

摩

耶

吉

岡

壽

金

浦

佐

藤

道

孝

興

明

上

原

繁

道

ひ

ろ

さ

と

中

村

剛

陶

山

岡

﨑

真

一

芳

井

上

原

繁

道

呉

照

中

島

誠

治

海

松

ヶ

岡

中

村

邦

義

東

悠

谷

内

伸

自

吸

江

大

教

会

奥

様

照

陽

大

教

会

奥

様

輝

美

濃

中

村

剛

新

山

邑

吉

岡

壽

呰

部

中

村

邦

義

明

石

市

中

村

剛

上

下

上

原

繁

道

府

中

市

岡

﨑

真

一

ゆ

と

り

教

育

、

ゆ

と

り

生

活

、

ゆ

と

り

社

会

〝

ゆ

と

り

〟

と

い

う

言

葉

を

よ

く

耳

に

し

ま

す

。

〝

ゆ

と

り

〟

と

は

何

だ

ろ

う

か

と

調

べ

て

み

る

と

、

「

物

事

に

余

裕

の

あ

る

こ

と

」

「

窮

屈

で

な

い

こ

と

」

と

書

い

て

あ

り

ま

し

た

。

先

日

ゆ

と

り

世

代

の

若

者

が

討

論

を

し

て

い

る

テ

レ

ビ

番

組

を

見

ま

し

た

。

ゆ

と

り

教

育

、

ゆ

と

り

社

会

の

中

で

育

っ

た

若

い

社

員

が

上

司

に

叱

ら

れ

る

時

「

『

ど

う

せ

お

前

は

、

ゆ

と

り

世

代

だ

か

ら

仕

方

な

い

な

！

』

と

一

言

で

片

づ

け

ら

れ

て

し

ま

う

。

東

城

谷

内

伸

自

服

部

佐

藤

道

孝

島

中

谷

内

伸

自

驛

家

大

教

会

奥

様

油

木

佐

藤

道

孝

葦

陽

吉

岡

壽

湯

田

原

大

教

会

奥

様

備

中

中

村

剛

神

昭

佐

藤

道

孝

美

之

郷

上

原

繁

道

錦

備

上

原

繁

道

笠

晴

中

村

邦

義

僕

達

は

好

き

で

ゆ

と

り

社

会

で

育

っ

て

き

た

わ

け

じ

ゃ

な

い

。

」

と

言

っ

て

い

ま

し

た

。

確

か

に

大

人

が

行

き

過

ぎ

た

競

争

社

会

、

詰

め

込

み

教

育

の

反

省

か

ら

、

「

余

裕

、

窮

屈

で

な

い

こ

と

」

に

目

を

向

け

す

ぎ

、

事

細

か

く

指

示

を

受

け

な

い

と

動

け

な

い

、

自

分

か

ら

進

ん

で

行

動

す

る

事

が

で

き

な

い

ゆ

と

り

世

代

を

作

っ

て

し

ま

っ

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

今

は

見

直

さ

れ

て

き

て

い

ま

す

が

、

学

校

は

週

休

二

日

制

で

あ

り

、

や

た

ら

と

親

が

学

校

や

子

供

の

生

活

の

中

に

入

り

過

ぎ

て

い

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

面

倒

を

見

過

ぎ

！

何

も

思

い

つ

か

ず

、

原

稿

締

め

切

り

の

迫

る

中

〝

ゆ

と

り

〟

に

付

い

て

考

え

て

み

ま

し

た

。

(

は

)


